
3010
さんまる いちまる

「ごちそうさま」を宴席で

30 乾杯後、30分は自席で
食事を楽しみましょう。 10 お開きの前の10分は自席に

戻って食べ切りましょう。

食品ロス削減のため、宴席での料理を食べ切る運動にご協力を。
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3010運動について

「ごみ減量と資源再利用推進会議」（※）では、食品ロス削減に向けた取
り組みとして「３０１０（さんまるいちまる）運動」を進めています。

この運動は、宴席の場において、乾杯後の３０分は自席で食事を楽しみ、
お開きの１０分前には自席に戻って食事を食べ切ることを推奨するもので、
宴席における食べ残し（＝食品ロス）を削減するというものです。

農林水産省の調査によると、外食産業での食品ロスの割合は19.3％であ
り、食品製造業の21.0％に近く、食品小売業の11.0％を上回っています。

「食べ残しはもったいない」ということは当然として、市内の飲食店から
出る生ごみは、事業系一般廃棄物として大津市のごみ焼却施設に持ち込まれ
るため、食品ロス削減はごみ処理費用の節約に大きく寄与し、市民サービス
の向上につながります。

大津における大人の新しいたしなみに、ぜひ、ご協力ください。

ごみ減量と資源再利用推進会議・大津市
（事務局：大津市環境部廃棄物減量推進課 ☎528-2802 FAX523-2423）

まだ食べられるのに捨てられる食品のこ

とで、日本から出る量は年間約600万ｔ。

この量は、飢餓に苦しむ人々に向けた世

界の食糧援助量の約1.4倍に相当する量で

す。また、国民１人当たりに換算すると、

毎日お茶碗１杯分の食料を捨てていること

になります。

出典：農林水産省 外食・食文化課「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」

食品ロスの割合
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食品ロスとは？ （％）

※ごみ減量と資源再利用推進会議･･･自治連合会や地域女性団体連合会等の市民団体と事業者、運
動に賛同する個人で構成される市民会議です。

「３０１０運動」は松本市が始めた運動で、現在では佐賀市、大分市、塩尻市など、複数の自治
体と同市内の飲食店等で取り組まれており、環境省や農林水産省も推奨しています。


